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「文京区・新大塚公園廃止問題を訴えるーーその８」

　　　　　　―――数は問題ではございません／区長発言

地区町会連合会の席上、「区長は22,000名の署名をもって、都に競輪再開反対の申し入れをしたのだから、16,000名の新大塚公園廃止反対の意見を尊重してもらいたい」との声に、区長は「数は問題ではございません」と答えたそうです。

　区民の意見を聞いて素案（新大塚公園廃止も絡む、文京区小･中学校の統廃合問題についての素案）をつくって行くという教育委員会の言明にもかかわらず、区長、教育委員会ともいまだに16,000名を超える区民の声に耳を傾けようとはしません。

　守る会はきたる5月30日(火)朝8時ごろから9時半頃まで、文京区役所のある地下鉄丸の内線後楽園駅近くで、手製のイラスト幕をかかげ、マイクをもって、新大塚公園の保存を訴える予定です。

　

　新大塚公園廃止の理由となっている区立五中と七中の統合や新しい学校建設の是非は教育委員会にお任せします。しかし、新しい学校は新大塚公園を壊さなくても建てられるはずです。例えば、七中をその用地にすることもできるのです。守る会は試案を作りましたので、一つの例として教育委員会に30日に提出する予定です。

　子どもたちの健やかに育つ環境･･･緑豊かな自然といくつもの世代と交流できる自由な空間･･･そして、望ましい中学校の教育環境の両立を考えることこそ、教育委員会の務めではないでしょうか。立案過程で区民の意見を聞くこともなく、地元への説明も全く中途半端なまま、なぜ、新大塚公園廃止案を拙速に押し通そうとするのでしょう？

教育委員会は上記素案（文京区立小･中学校の将来ビジョン）を6月6日に決定、発表する予定です。
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